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０． 発表要旨 
これまでの 19 世紀のプロテスタント宣教に関する研究は、主に宣教師あるいは宣教
団の個別的もしくは地域的な動きに焦点が当てられてきた※1。 
本発表において、19 世紀の中国（清末）で行われたプロテスタント宣教を中心に、そ
のモデル化を試みる。このため、欧米プロテスタント宣教師の行動について文献などの
先行研究を元にそのパターンを考察した。 
このモデルの顕著な事例として、当時開港され、中国そしてアジア一帯への欧米の進
出拠点（チョークポイント）であった上海の地に医療宣教者として訪れた米国人夫妻が
当地で産み育てた「上海（租界）人」の原型の一と言い得る W.R.ランバス（ウォルタ
ー・ラッセル・ランバス）※2 を取り上げる。彼もまた宣教の道を歩み、欧米で医療の研
鑽を積んで上海・北京などで医療宣教に従事し、やがて世界宣教者として日本や世界各
地で生涯にわたり教育、医療、災害などの支援活動を続けた後、上海に永眠した※3。 
日本において関西学院、広島女学院の創設者として知られる W.R.ランバスが、19 世
紀のプロテスタントのグローバル宣教モデルの「完成型」であったことを例証すると共
に、現代におけるキリスト復活（リバイバル）のグローバル・モデルとしての先駆であ
ったことに及びたい。 
  
 
※1 例えば蒲ほか訳『中国伝道四五年 ティモシー・リチャード回想録』。半田訳『ウォル
ター・ラッセル・ランバス Prophet and Pioneer』（6．主要参考文献参照）。Lutz, J. 
Gregory, Opening China: Karl F.A. Gützlaff and Sino-Western Relations, 1827-1852 
(2008)、Robert Morrison Papers and Library (马礼逊档案与图书馆), SOAS, University of 
London Digital Collections, https:// digital.soas.ac.uk/rmpl など。 
※2 Walter Russell Lambuth(1854-1921) 
※3 W.R.ランバスは横浜にて病没したが、遺骨は上海に届けられ、先に亡くなった母メアリ
ーのそばに「国際色豊かな」葬儀後、埋葬された。ランバス自らも中国の土地で、（中国
での宣教活動を志願した）母の傍で永遠の眠りにつきたいと願っていたという。半田訳前
掲、pp.289-290. 
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１．  はじめに 近現代中国宣教史とインド、日本との比較そしてモデル化 
1.1  インド・中国・日本にみられるキリスト宣教史の共通点 
1.1.1 大航海時代に伴うカトリック宣教団の往来 
  19 世紀におけるプロテスタント宣教も、カトリック宣教団の往来した大航海
時代の船舶航路に概ね依拠している。 
1.1.2 東インド会社による交易とその影響 
  英蘭東インド会社はその船舶によるグローバル交易そして宣教に影響を与え
ており、特に英国東インド会社（East India Company, EIC）は中国・インドへのプ
ロテスタント宣教にも関わっている。 
1.1.3 交易拡大に伴う影響の拡大とその反動 
  グローバル交易の拡大とその影響とともにカトリック、プロテスタント宣教
は、とも宣教地において次第に問題視され、現地での対立（反動）を招いた。 
1.1.4 三国比較のモデル化とその意義 
  上記のような共通点をもつことから、一定の宣教モデルあるいはグローバル・
モデル構築への可能性を探る。 
1.2 中国宣教史(～18 世紀末) 
1.2.1  初期 
7 世紀、唐にネストリウス派が「景教」として伝来 
 「大秦景教流行中国碑」 
13 世紀末、伊モンテコルヴィーノ（フランシスコ会）が北京に教会建立。
→直前にインドのチェンナイ（マドラス）にて宣教。 
    1.2.2 大航海時代（明・清朝初期）・・・宮廷とイエズス会士の活発な交流 
17 世紀初頭、イエズス会マテオ・リッチ Matteo Ricci(1552-1610)が北京
の万暦帝の宮廷入り、多くの知識人を教化→徐光啓（1562-1633 上海出身：
上海人の源流） 
17 世紀中頃、イエズス会アダム・シャールが明・清朝に仕える（天文学、
望遠鏡、大砲製造など） 
1724 年、雍正帝、キリスト教宣教禁止 
1773 年、ローマ教皇がイエズス会を解散 
1.3 ＜小結＞ 
このように中国には 19 世紀までにすでに約 1 千年にわたり、キリスト教が持ち込
まれた歴史（痕跡）が存在しており、その受容（と拒否）には一定の規則性があると
みられる。（例えば先進軍事・科学技術の導入後に拒否する、等） 
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２．  19 世紀清末のプロテスタント宣教 
2.1 プロテスタントによる宣教 
英ロバート・モリソン（Robert Morrison）による宣教（英東インド会社 EIC
が文書宣教などを中心に支援）、漢訳聖書発行（1819） 
太平天国の乱（1851‐64）…モリソンの漢訳聖書（キリスト教）の影響（モ
リソンの宣教で信徒になった梁発のパンフレットに洪秀全が影響を受けて
拝上帝教を創出） 
2.2 米国メソジスト教会による中国宣教活動 
2.2.1 キリスト教とメソジストあるいは「聖杯伝説」 
ウェスレー John Wesley（1703-91）と「世界宣教」 
→“I look upon all the world as my parish” 
    Methodism by Wesley and European Legend of Holy Grail 
2.2.2 米国メソジスト教会の誕生と分裂  
  1784 年、メソジスト監督教会 Methodist Episcopal Church (MEC) 設立 
  1846 年、中国への宣教開始決定。以降、宣教師家族ら中国へ 
  1848 年、南北メソジスト監督教会に分裂 
  1852 年、中国教区設置 
2.2.3 南米メソジスト監督教会のアジア宣教 
  1854 年、宣教師 J.W.ランバス上海到着。同地や蘇州河を使って周辺に宣教 
  →教会、学校、印刷所の設置へ。 
      1900 年、南米メソジスト監督教会 Methodist Episcopal Church, South が出資し、
蘇州に東呉大学設置（傳習医院が前身の一） 
2.2.4 日本でのメソジスト宣教活動 
     1873 年、メリマン・ハリス Merriman C. Harris（1846 - 1921 北米メソ）が来日、    
宣教を開始 
      1874 年、ドーラ・スクーンメーカーDora E. Schoonmaker（1851-1934 北米メソ）
が伝道開始（青山学院の祖） 
2.3 ＜小結＞ 
プロテスタント宣教の拡大はキリスト再降臨（復活）すなわちリバイバル時代
の到来とともに、特に 18 世紀後半のメソジスト創設者ウェスレーの登場によっ
てその世界宣教性が明確となり、19 世紀のグローバル宣教に影響を与えている。 
 
３．  国際都市上海と「上海人」W.R.ランバス 
  3.1 上海租界 
→アヘン戦争終結に伴い、1842 年英国との南京条約により、翌年上海など 5 港が
開港。同年上海では租界に関する協定が結ばれ、英国租界が設立。これに続き 1848
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年に米国、翌年フランス租界が成立。後に米英は合併し共同租界となる（1863 年）
※1。1865 年に香港上海銀行が設立され、日清戦争後の外国企業を中心とした投資
ブームなどを経て 20 世紀初頭には中国最大の都市に発展→「東洋のパリ」 
3.2 宣教一家ランバスと中国 
       1854 年、米国宣教師ランバス夫妻（James William Lambuth1830-92、Mary 
Isabella1833-1904）が上海へ。その地にて W.R.ランバス生（Walter Russell   
Lambuth, 1854.11.10-1921.9.26、その生涯の 3 分の 1 を中国で過ごす） 
3.3 幼少年期と上海 
    最初の記憶→上海の宣教師住宅での「月蝕」、屋形船と幼年期の「宣教（随行）」 
    英語＜中国語、中国人の友人、宣教活動→父と共に中国人社会の中へ、太湖旅行の
想い出 
    8 歳で嵐の航海（故郷米国へ）、南北戦争、妹の病死などを経験※2 
3.4 米国での学究期 
    1872-75 年エモリーアンドヘンリー・カレッジ（バージニア州）卒業（B.A.） 
1875-77 年ヴァンダービルド大学（テネシー州）で「医学」と「神学」を修める
(B.M.,B.D.)→1882 年、医学博士号 M.D.（Doctor of Medicine）取得 
→医療伝道へ（原始キリスト教的） 
3.5 ＜小結＞ 
W.R.ランバスは当時、欧米の進出対象たる中国に設置された、やがて世界都市と
なる国際社会の縮図と言うべき上海租界で宣教師夫妻の下に生まれた。彼は父母の
祖国で医学を修め、この上海から医療伝道を開始する。あたかも言葉と施術で人々を
癒すべく現代に復活したイエスのように※3。 
 
※1 村上『上海におけるプロテスタント』、pp.42-48。 
※2 前掲『ウォルター・ラッセル・ランバス』、pp.33-37。 
※3 ランバスは自著『医療宣教』の冒頭序文で、「本書の目指すところは、医療宣教師とそ
の活動を彼の属する高い水準に据え治すことである。それは単なる職業ではなく召命であ
る。彼は傷ついた（苦しむ）者を救うため地球の果てまで赴く... The endeavor in this 
book has been to place the medical missionary and his work on the high level where he 
belongs. His is no mere profession — it is a vocation. He goes to the ends of the earth to 
relieve suffering,」また、「本書の使命は...失われた者を探し、救い出した偉大な医師（イ
エス）の力によって人生に向かっていく機会と喜びへの確信をもたらす It goes on its 
mission with an earnest prayer that it may be used of God to convince many young men and 
women of the need, the opportunity and the joy open to a life lived out in the presence and 
by the power of the Great Physician who came to seek and to save the lost」こととし、その
第一章第一節において「医療宣教は、絶望的な必要性に満ちた世界への偉大なる冒険であ
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４． 上海からのグローバル宣教（中国から日本そして世界へ） 
4.1 中国での「医療宣教」開始 
  1877 年、宣教師となり上海へ戻り医療伝道を開始 
  1880 年、アヘン中毒治療所開設 
  1881 年、米国に戻り東洋医学を研究後、翌年に蘇州で医療伝道を再開 
  1883 年、蘇州で「傳習医院」を開設し、医療伝道の拠点化 
  1884 年、北京での医療伝道→北米監督教会に従事し、YMCA 設立（中国初）、 
北米監督教会の北京メソジスト病院に関わる 
4.2 グローバル宣教へ 
 （※「グローバル宣教」の本論モデルに関しては図 7 モデル①～⑤を参照） 
  1886 年、南米監督教会から日本宣教部総理に任命。神戸到着。 
  1887 年、父ウィリアムとともに広島女学院創設に寄与 
  1889 年、関西学院創設。大分リバイバル起きる。 
  1892 年．父ウィリアム、神戸で死去 
  1894 年、南米監督教会の海外伝道部を統括、ブラジルへ（計 6 回伝道） 
  1898 年、キューバへ（18 回伝道） 
  1904 年、母メアリー、蘇州で死去 
  1907 年、来日し、メソジスト三派の連合に寄与。日本メソジスト教会成立 
    1910 年、南米監督教会最高位のビショップ（監督）に。エディンバラ世界宣教会    
議 The 1910 World Missionary Conference に参加。 
  1911 年、アフリカ伝道へ出発 
  1913 年、一時帰国しブラジルへ。その後、第二回アフリカ伝道へ 
  1914 年、コンゴ・ミッション・センター開設し、帰国。母校ヴァンダービルド 
大学にて講演 
 
る。『病める者を癒せ』。...それは私たちに対する明確な命令であり続け、キリスト教徒の
信任状の一つでもある...それは使徒たちを癒しと助けを必要とするところへ地球の果てま
で遣わすものである。Medical missions is the Great Adventure into a world of desperate 
need. The distinct command to the twelve, to the seventy, and to us has been “ to heal the 
sick.” It is also one of the credentials of Christianity. Ours is a missionary religion and one of 
mercy. It sends its messengers to the ends of the earth on errands of healing and help.」とし
た。Lambuth,W.R., Medical Missions, Preface, pp.4-5.『医療宣教 二重の任務』、p.15、
21。このようにランバスはイエスを医師と捉え、病める全世界へ(地球の果てまで)の医療
宣教が必要との認識を示しており、ランバスの医療宣教の特徴として国境や民族を超えた
グローバルな救済を自らの行動で目指したことが挙げられよう。これは当時、次第に世界
に活動を広げつつあった赤十字社の先駆をなすものと考えられる。 
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  1915～18 年、第一次大戦期を通じ世界 YMCA や赤十字活動を支援 
  1918 年、戦争問題委員会委員長となり渡欧、パリへ 
  1919 年、海外伝道局にシベリア、満洲部を設置、来日し、関西学院で講演   
4.3 中国への回帰そして日本での終焉 
  1920 年、中国東北部の飢饉を視察 
  1921 年、再度東北部から満洲・シベリア方面を視察し、朝鮮から日本へ。横浜 
にて死去。遺骨は上海の外国人居留墓地に埋葬※1 
4.4 ＜小結＞ 
「19 世紀におけるイエスの復活」と言えるランバスの生涯は、このような「グロー
バル宣教」にあった。そのミッションすなわち使命は「世界」「地球」規模での宣教や
医術による悩み病む全ての人々への癒し、救済、そして助け合い、共感を通じての現世
における「神の国」（天国）の創出であったと言える。 
 
５．  結 語 
5.1 W.R,ランバスと彼のグローバル宣教の特徴 
    彼は、グローバル時代にリバイバル（復活）したキリストであり、船舶・鉄道交通
網の発展を利用して世界宣教を行った。 
5.2 W.R.ランバスによる日本における大学創設 
  関西学院でさえこれまでランバスが語られることは少なかった。これは彼が 21 世
紀あるいはそれ以上を見据えた、新時代の視点を持つ人物だったからである。 
5.3 グローバル宣教モデルと中国 
  東洋そして西洋の交わる「上海人」としての誕生、欧米や他大陸との往来を通じて、
彼は次世代の世界市民、グローバル・スタンダードの先駆として世界宣教を行った※2。 
5.4 宣教一家ランバスの墓標から 
  ランバス一族には国境を超えたグローバル時代への意識が顕著である。彼らはそ
の墓標を「中国」、「日本」、「米国」に置いた。あたかも今日のこれら大国・大陸間の協
調の重要性を見通し、それを永遠に見守るがごとく。         ＜以上＞ 
 
※1 以上 W.R.ランバスの略年譜は前掲『ウォルター・ラッセル・ランバス』、pp.322-325
などを参照した。 
※2 ウェスレーそして W.R.ランバスらの遺志の継承者として、米国人キリスト教活動家
J.R.モット John Raleigh Mott,1865-1955 が挙げられよう。彼はランバスが参加したエディ
ンバラ世界宣教会議の議長を務めており、ランバス逝去以降 30 年以上にわたり 20 世紀に
おける世界の YMCA そしてエキュメニカル運動を主導した。Mathews, Basil, JOHN R. 
MOTT WORLD CITIZEN, pp.129-130.また、ランバスのように上海で生まれ、米国のメ
ソジスト系大学に学び、20 世紀中国と世界との架け橋となった人物に、メソジスト宣教師
であった宋嘉樹（Charlie Soong,1863 頃-1918）の娘たち（宗三姉妹）などが挙げられる。 
京都大学人文科学研究所 
共同研究会配付資料 
2020/12/18 
川西孝男 
9 
 
 6.   主要参考文献 
Lambuth, Walter Russell, Winning the World for Christ: A Study in Dynamics. The 
Cole Lectures for 1915 Delivered Before Vanderbilt University, New York; Chicago. 
Fleming H. Revell company, 1915 
Lambuth, Medical Missions; The Twofold Task, New York: Student Volunteer 
Movement for Foreign Missions, 1920 
Lambuth, Side Lights on the Orient, Nashville, TN; Dallas, TX: Publishing House of 
the M. E. Church, South, Smith & Lamar, agents, 1908 
In memoriam, James William Lambuth, Kobe Publishing Co., 1892 
Lambuth, Board of Missions, Methodist Episcopal Church, South,1921 
Pinson, W.W. , Walter Russell Lambuth : prophet and pioneer, Cokesbury Press, 1925 
Takao, Kawanishi, Wesley in Oxford and the Legend of Holy Grail’s Knight: The Study 
about the Root of Methodism to the World, and the Foundation of Kwansei-Gakuin in 
Japan, Academic Journal of Interdisciplinary Studies, MCSER-Mediterranean Center of 
Social and Educational Research, Vol 6, No 1 (2017) 
   『ウォルター・ラッセル・ランバス資料』（１）、（２）、（３）、（４）、関西学院 
キリスト教主義教育研究室、1980、84、85、89 年 
   ウィリアム. W. ビンソン著、半田一吉訳『ウォルター・ラッセル・ランバス Prophet 
and Pioneer』、関西学院大学出版会、2004 年 
      W.R.ランバス著、山内一郎訳『キリストに従う道 ミッションの動態』、関西学院大
学出版会、2004 年 
W.R.ランバス著、神田健司訳『医療宣教 二重の任務』、関西学院、2016 年 
梅原郁（編）、『中国近世の都市と文化 』、京都大学人文科学研究所、1984 年 
王再興「現代中国におけるキリスト教」、『一神教学際研究』8、pp.16-27、2013 年 
小沢三郎『日本プロテスタント史研究』、東海大学出版会、1964 年 
ガスパール・ダ・クルス著、日埜訳『クルス「中国誌」』、講談社、2002 年  
   関西学院大学百年史編集事業委員会編『関西学院百年史』、関西学院、1997 年 
神田健司「中国における W.R.ランバス宣教師の足跡を求めて」、『関西学院史紀要』
13、 pp.45-58、2007 年 
   神田「草創期のエキュメニカル運動と W.R.ランバス」、『関西学院史紀要』18、pp.43-
74、2012 年  
倉田明子『中国近代開港場とキリスト教 洪仁玕がみた洋社会』、東京大学出版会、
2014 年   
   グルーベル ルース M. , 多田 義治 , 池田 裕子 , 神田 健次 「<記録> W・R・ラン
バス宣教師の足跡を訪ねて : ブラジル・アメリカ・中国への旅から」、『関西学院史紀
要』21、pp.113-131、2015 年 
京都大学人文科学研究所 
共同研究会配付資料 
2020/12/18 
川西孝男 
10 
 
呉利明ほか『アジア・キリスト教史 1 中国・台湾・韓国・日本』、教文館、1981 年 
黒川知文『日本史におけるキリスト教宣教』、教文館、2014 年 
孔健『香港人 上海人 北京人』、双葉社、1998 年 
国際基督教大学アジア文化研究所編『アジアにおけるキリスト教比較年表 1792(寛
政 4)～1945(昭和 20)』、創文社、1983 年 
齋藤晃『宣教と適応 グローバル・ミッションの近世』、名古屋大学出版会、2020 年  
澤田泰伸『日本メソヂスト教会史研究』、日本キリスト教団出版局、2006 年 
曺貞恩『近代中国のプロテスタント医療伝道』、研文出版、2020 年 
土肥歩『華南中国の近代とキリスト教』、東京大学出版会、2017 年 
同志社大学人文科学研究所編『日本プロテスタント諸教派史の研究』、教文館、1997
年  
中村聡『宣教師たちの東アジア 日本と中国の近代化とプロテスタント伝道書』、勉
誠出版、2015 年 
日本上海史研究会編『上海人物誌』、東方書店、1997 年 
村上衛『海の近代中国 福建人の活動とイギリス・清朝』、名古屋大学出版会、2013
年 
村上志保『上海におけるプロテスタント 現代中国の都市と宗教空間をめぐる変遷』、 
勉誠出版、2020 年 
矢沢利彦編『中国の布教と迫害 イエズス会士中国書簡集』、東洋文庫、1980 年  
矢沢『イエズス会士中国書簡集 1～5』、東洋文庫、1970～74 年 
山本澄子『中国キリスト教史研究』、山川出版社、2006 年 
吉田寅『中国プロテスタント伝道史研究』、汲古書院、1997 年 
Mathews, Basil, JOHN R. MOTT WORLD CITIZEN, New York, 1934 
Mott, John. R, The Evangelization of the World in this Generation, New York, 1900 
T・リチャード著、蒲ほか訳『中国伝道四五年 ティモシー・リチャード回想録』、東
洋文庫、2020 年 
V.T.シトイほか『アジア・キリスト教史 2 フィリピン・インドネシア・タイ・ビ
ルマ』、教文館、1985 年 
W.G.ウォルシュ著、田口訳『清国作法指南』、東洋文庫、2010 年 
 
京都大学人文科学研究所 
共同研究会配付資料 
2020/12/18 
川西孝男 
11 
 
7．  関連図（図表） 
図１ 19 世紀中国へのプロテスタント使節派遣（出身）国 
 
※下記データ図 2 を用いて筆者作成 
 
図 2 19 世紀の中国へのプロテスタント使節（到着年） 
 
1 1807 London Missionary Society 21 US 
2 1826 Netherlands Missionary Society 18 GB 
3 1830 American Board of Commissioners for Foreign Missions 10 GER 
4 1834 American Baptist Missionary Union 6 SWE 
5 1835 American Presbyterian Mission 36 Other 
6 1835 Protestant Episcopal Church Mission 91 Total 
7 1837 Church of England Missionary Society   
8 1838 Medical Missionary Society of China   
9 1842 American Reformed Mission   
10 1843 British and Foreign Bible Society   
11 1844 Church Missionary Society   
12 1845 American Southern Baptist Mission   
13 1845 General Baptist Missionary Society or English Baptist Mission 
  
14 1847 American Methodist Episcopal Mission   
15 1847 American Southern Methodist Episcopal Mission   
16 1847 Basel Mission   
17 1847 English Presbyterian Mission   
18 1847 Rhenish Missionary Society   
19 1847 Seventh Day Baptist Mission   
20 1849 Swedish Missionary Society   
21 1850 Berlin Foundling House   
22 1850 Cassel Missionary Society   
23 1851 Berlin Missionary Society   
24 1852 English Wesleyan Mission   
京都大学人文科学研究所 
共同研究会配付資料 
2020/12/18 
川西孝男 
12 
 
25 1853 Chinese Evangelization Society   
26 1855 Netherlands Chinese Evangelization Society   
27 1858 Mission Union for the Evangelization of China in Pomerania   
28 1859 Woman's Union Missionary Society of America   
29 1860 Baptist Missionary Society   
30 1860 French Protestant Missionary Society   
31 1860 Methodist New Connexion   
32 1862 China Inland Mission   
33 1862 Society for Propagation of the Gospel   
34 1863 Scottish Bible Society   
35 1863 United Free Church of Scotland   
36 1864 Society for Promotion of Female Education in the East   
37 1864 United Methodist Free Church   
38 1865 Scottish United Presbyterian Mission   
39 1867 American Southern Presbyterian Mission   
40 1869 Irish Presbyterian Mission   
41 1871 Canadian Presbyterian Mission   
42 1876 American Bible Society   
43 1876 Central China Religious Tract Society   
44 1877 Educational Association of China   
45 1878 Chinese Tract Society   
46 1878 Church of Scotland Mission   
47 1881 Peking Mission for Chinese Blind   
48 1882 North China Tract Society   
49 1884 Bible Christian Mission   
50 1884 Church of England Zenana Mission   
51 1884 General Evangelical Protestant Mission   
52 1884 The Friends Foreign Mission   
53 1885 Allgemeiner Evangelical Protestant Missionsverein   
54 1885 Christians' Mission   
55 1886 Friends Foreign Mission   
56 1886 Foreign Christian Missionary Society   
57 1886 Society for the Diffusion of Christian and General Knowledge 
  
58 1887 American Scandinavian Congregational Mission   
59 1888 North Honan Mission   
60 1888 The Scandinavian American Christian Free Mission   
61 1889 Free Church of Finland Mission   
62 1889 German China Alliance Mission   
63 1889 Norwegian Mission in China   
64 1889 United Brethren in Christ   
65 1890 American Lutheran Mission   
66 1890 American Society of Friends' Mission   
67 1890 Christian and Missionary Alliance   
68 1890 Christian Vernacular Society of Shanghai   
69 1890 Congregational Church of Sweden   
70 1890 Hong Kong Hildesheim Mission for the Blind   
71 1890 Swedish American Mission   
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72 1890 Swedish Holiness Union   
73 1890 Swedish Mission in China   
74 1890 Yunnan Mission   
75 1891 Canadian Methodist Mission   
76 1891 Hauge's Synod Mission   
77 1891 Norwegian Lutheran China Mission Association   
78 1891 The Scandinavian China Alliance Mission   
79 1892 Gospel Mission   
80 1892 The Sheo Yang Mission[a]   
81 1892 Swedish Alliance Mission   
82 1895 St. Chrischona Pilgrim Mission   
83 1896 Danish Lutheran Mission   
84 1897 American Advent Christian Mission   
85 1897 American Presbyterian Reformed Mission   
86 1897 Kiel China Mission   
87 1897 Reformed Church in the United States   
88 1898 Cumberland Presbyterian Mission   
89 1899 American Norwegian Lutheran Mission   
90 1900 The Evangelical Alliance Mission   
91 1900 United Evangelical Church Mission   
 
https://en.wikipedia.org/wiki/List_of_Protestant_missionary_societies_in_China_(1807%E
2%80%931953) を元に筆者が編集（2020 年 12 月時点） 
 
 
図 3 19-20 世紀前半の中国へのプロテスタント使節別派遣宣教師
数の割合 
 
https://en.wikipedia.org/wiki/List_of_Protestant_missionaries_in_China（2020 年 12 月時
点）を元に筆者作成 
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① CIM  China Inland Mission（英国） 
② LMS  London Missionary Society（英国）  
③ APM  American Presbyterian Mission（米国） 
④ MCCS  Mission Covenant Church of Sweden（スウェーデン） 
⑤ ABCfFM  American Board of Commissioners for Foreign Missions（米国） 
⑥ EBMS  English Baptist Missionary Society （英国） 
⑦ CMS  Church Missionary Society（英国） 
⑧ PECM  Protestant Episcopal Church Mission（米国） 
⑨ ASBM  American Southern Baptist Mission（米国） 
⑩ EPM  English Presbyterian Mission（英国） 
⑪ ASMM American Southern Methodist Mission（米国） 
PM-Others（その他）Protestant missionaries affiliated with other agencies 
(→W.R.ランバスの名あり)   
 
図 4 19～20 世紀前半のプロテスタント使節の中国内主要宣教地 
 
＜英国宣教団＞ 
●CIM     China Inland Mission（1865 設立） 
●CMS        Church Missionary Society（1799）   
●EBMS English Baptist Missionary Society（1792）  
●LMS        London Missionary Society（1795） 
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●EPM        English Presbyterian Mission（1847） 
＜米国宣教団＞ 
●ABCfFM  American Board of Commissioners for Foreign Missions
（1810） 
●APM  American Presbyterian Mission (1830s？) 
●ASBM American Southern Baptist Mission(1840s) 
●ASMM American Southern Methodist Mission(1820s)   
●PECM Protestant Episcopal Church Mission(1821)  
＜スウェーデン宣教団＞ 
●MCCS Mission Covenant Church of Sweden(1878)  
https://en.wikipedia.org/wiki/List_of_Protestant_missionaries_in_China を元に
筆者作成。白地図は現在のものを使用し、主要宣教地（省都、判明分）のみを
記しており、移動して他に宣教を行った場所、PM-Others に分類した 1 人宣教
師（従者、家族連れ等）の活動等は記載していない。なお、W.R.ランバスは
PM-Others に分類されている。 
 
図 5 W.R ランバス宣教国 
 
※宣教会議滞在地を含む。前記参考文献を元に筆者作成、赤線は推定陸路及び海路 
京都大学人文科学研究所 
共同研究会配付資料 
2020/12/18 
川西孝男 
16 
 
図 6 ランバス一家の墓標 
 
図７ 19 世紀における中国宣教の（グローバル）モデル 
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次の概ね５つのモデル（4 つの普遍モデルと１つの特別モデル：理念・理想型）に分類
した。 
モデル①母国から中国に宣教後帰国 
モデル②中国から周辺国に宣教後母国に帰国 
モデル③中国あるいは周辺国に定住もしくは死去 
モデル④中国・周辺国から他大陸へ宣教 
モデル⑤中国・周辺国さらに複数の大陸を複数回往復宣教、さらに超教派世界会議に参
加、複数の国に大学・医療機関・YMCA などを含むミッション施設を複数設立に尽力 
※各モデルにはそれぞれ、宣教教育活動を中心とした者、医療に携わりながら宣教を行
う医療宣教者等に分けられる。また母国ミッションの要請を受けて集団で中国に派遣さ
れたもの、単身あるいは家族、従者などを連れた一人宣教者の場合などがある。 
W.R ランバスの場合、母国ミッションの要請で医療宣教者として家族で中国入りした
一人宣教者である。W.R.ランバスはモデル⑤（特別モデル：理念・理想型）に該当する。 
（モデル化のデータ：List of Protestant missionaries in China : https://en.wikipedia. 
org/wiki/List_of_Protestant_missionaries_in_China :2020 年 12 月時点、の中で 19 世紀
の氏名の判明した中国派遣宣教師約 600 人の中からその宣教活動の概要が分かる著名
者約 200 人についてまとめた） 
以上 
                   （無断転載を禁じます） 
